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 要  旨 
ミーティングの場において，情報の発信や共有を行うツールとしてタブレット型の携帯端末が
利用されている．このような場に携帯端末を持ち込んで話し合いをする場合，話題の対象となる
コンテンツを，各ユーザの持つ携帯端末からどのように操作するか，という点が重要となる．し
かし，携帯端末はディスプレイが小さいため，複数ユーザによる作業には適していない．この問
題の解決のためテーブルトップシステムの利用が考えられるが，1 つのディスプレイを共有する
ことによる，プライバシーの問題等が生じる．さらに，コンテンツの種類によって，生じる問題
の種類も変化するため，システムとして解決手法を提供するだけでは不十分である． 
そこで，本研究ではテーブルトップシステムと携帯端末を用いた協調作業支援を目的として，
ミーティングの場におけるコンテンツ操作に着目し，汎用的な枠組みとして，様々な機能を提供
するソフトウェアフレームワークの提案を行った． 
フレームワークは，「携帯端末を用いた主流 OS における汎用機能の提供」「各携帯端末におけ
る独立した操作」「テーブルトップシステムの利用」「携帯端末の個別認識と位置検出」「ユーザに
よる任意タイミングの同期/非同期機能」といった特徴に焦点を当て，開発を行った． 
さらに，フレームワークを用いて，プレゼンテーション，ファイル共有，地図操作の 3 つのア
プリケーションを実装した．これにより，以下のような結果を得ることができた． 
・クロスプラットフォームなライブラリを用いることで，現在主流となっている OS のすべて
で動作するようなフレームワークを開発できた． 
・携帯端末上で仮想的にコンテンツを操作することで，コンテンツがリアルタイムに変化する
ことを防ぎ，ユーザ同士による操作の衝突問題を解決できた． 
・テーブルトップシステムを利用することで，対面環境における複数ユーザの協調作業を促進
することができ，共有するべき情報の大まかな操作が可能となった． 
・携帯端末を個別に認識し，テーブル上における位置検出を行うことで，ユーザを区別し，携
帯端末を使ったテーブル上の情報取得を容易にした． 
・コンテンツへの操作結果を単純に同期するのではなく，ブロードキャストや，部分的な同期
といった高度な同期手法が可能となった．また，携帯端末における独立操作により，各ユー
ザは任意のタイミングで，同期/非同期を行うことができるようになった．  
 
